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していた。 

ճ⏘業別にࡳると、発明の用㛤始日と特チ出㢪日との関ಀで、大きく異なっていた。〇ရᕷ場での➇

த⛬ᗘ・ᢏ⾡ᕷ場での➇த⛬ᗘや、イノ࣋ーࣙࢩンのᑓ᭷可能性を高める手ẁとの関ಀを♧၀するよ

うな結果であった。 

մ⡆༢な⤫計分析の結果によれࡤ、様々な要因をコントロールしても、㸦㸯）特チ出㢪年は発明の用

㛤始時Ⅼとࡰ等しい、㸦㸰）特チᶒ消⁛年は⤫計的に発明の用⤊時Ⅼと等しくない、㸦㸱）特

チᶒ⥔持ᮇ間は⤫計的に発明の用ᮇ間と等しくないことが明らかとなった。すなࡕࢃ、発明の

用㛤始年と特チ出㢪年の間に⤫計的に᭷意な一定の関ಀがあるため、特チ出㢪行動から発明用につ

いてண が可能である。 

յ本研究の結果は、➇合他社の特チ行動がఱを意するのかといった、業ᡓ␎上重要な♧၀をᐩࢇだ

ものとなっている。また、発明の用㛤始時Ⅼと特チ出㢪時Ⅼとの間、発明の用⤊時Ⅼと特チᶒ

消⁛時Ⅼとの間、それぞれの間にࢬレがあるのも事ᐇであり、なࡐそのようなࢬレがあるのか、そ

のようなࢬレはどのような要因によってᘬき㉳こされているのかを分析するᚲ要性を業ᡓ␎上ཬ

 。特チᨻ策上ᾋき᙮りにしてくれるࡧ

նただし、本研究の分析は、様々なไ⣙をうけており、そうした意で分析結果にはᬻ定的な要⣲がྵ

まれている。ᚋは、それらไ⣙をゎ消しながらよりཝᐦな分析を行うことにしたい。 
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